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中帯無橋

番号 縮尺

所長 課長 照査 設計

設計会社

測量会社

調査会社

管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

町道　４号線

現況一般図 図　示
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中帯無橋　現況一般図
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工藤　博正

牧田　一男
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側　面　図S=1:100

250250

防護柵

中帯無橋　損傷図
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25 25
桁　長　15500
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（上流側
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（下流側
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地覆：6.ひびわれ－d

写真：3

200 5610 200

1
1
0 2
0039

0

防護柵
4905030490

500 14500 500

（桁下面）

写真：1

舗装：15.舗装の異常－e

写真：4

排水設備：24.土砂詰り－e

地覆：6.ひびわれ－d

写真：5　幅0.5mm

写真：6
地覆：6.ひびわれ－d

写真：7

防護柵：3.脱落－e

写真：8

写真：9　幅0.35mm
地覆：6.ひびわれ－d

写真：10

写真：13

写真：11　幅0.5mm
地覆：6.ひびわれ－d

写真：15 幅0.7mm
地覆：6.ひびわれ－d

写真：16

写真：17

写真：12

地覆：23.欠損－c

写真：21

写真：20

地覆：6.ひびわれ－d

写真：19 　幅0.8mm

伸縮装置：8.漏水－e

写真：2

排水設備：24.土砂詰り－e
防護柵：3.脱落－e

舗装：15.舗装の異常－e胸壁：6.ひびわれ－e

写真：1

胸壁：6.ひびわれ－e

写真：13

写真：18
地覆：17.その他－e排水設備：24.土砂詰り－e

舗装：15.舗装の異常－e

写真：14
地覆：6.ひびわれ－d

伸縮装置：8.漏水－e

桁：8.遊離石灰－d
写真：22,23

写真：48,49
竪壁：19.変色・劣化－e

竪壁：8.漏水－c

写真：48

地覆：6.ひびわれ－d

写真：40　幅0.7mm

排水設備：24.土砂詰り－e

写真：25,27
桁：8.遊離石灰－d桁：8.遊離石灰－d

写真：22,24

写真：22,23,24,28,29　最大幅0.45mm
桁：6.ひびわれ－e

桁：8.遊離石灰－d
写真：22,29

写真：22,28
桁：8.遊離石灰－d

写真：25,26,32
桁：8.遊離石灰－d

桁：6.ひびわれ－e
写真：25,26,27　最大幅0.4mm

写真：25,34

桁：8.遊離石灰－d　　　6.ひびわれ－e

桁：6.ひびわれ－e
写真：25,33

写真：30
桁：17.その他－e

写真：25,31

写真：25,32

写真：35

防護柵：23.変形－c 防護柵：23.変形－c

写真：38

防護柵：23.変形－c

写真：39

写真：36　幅0.35mm

地覆：6.ひびわれ－d 地覆：17.その他－e

写真：37

地覆：8.遊離石灰－d
写真：41

写真：43
地覆：17.その他－e

地覆：6.ひびわれ－d

写真：47　幅0.8mm

地覆：8.遊離石灰－d
写真：46

写真：45
地覆：8.遊離石灰－d

地覆：8.遊離石灰－d
写真：42

写真：44
地覆：8.遊離石灰－d

※ この図面の形状寸法は、現橋を正確に

　　表現したものではない。

注） □内は、写真番号を示す。

表示損傷の種類

ひびわれ

剥　離

鉄筋露出

遊離石灰

漏　水

その他

写真：48,50

竪壁：8.遊離石灰－d
写真：48,54

竪壁：8.遊離石灰－d
写真：48,52

写真：48,53
竪壁：19.変色・劣化－e

写真：56

竪壁：8.漏水－c

写真：56,57
竪壁：8.遊離石灰－d

写真：48,55

55050 50550

竪壁：19.変色・劣化－e

桁：6.ひびわれ－e

桁：6.ひびわれ－e

写真：48,51

竪壁：19.変色・劣化－e

竪壁：17.その他－e

中帯無橋

番号 縮尺

所長 課長 照査 設計

設計会社

測量会社

調査会社

管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

町道　４号線

損傷図 図　示

箕輪町

株式会社ワイド
工藤　博正

牧田　一男
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番号 縮尺

所長 課長 照査 設計

設計会社

測量会社

調査会社

管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

補修の留意点図 図　示

箕輪町

株式会社ワイド
工藤　博正

牧田　一男

伸縮継手断面図 S=1:5

型

枠

材

胸壁 桁

旧舗装撤去橋台嵩上コンクリート撤去

取付アスファルト撤去

撤去範囲

90
60

330300

胸壁

桁

90
60

本来の橋面の上に取り付けられた(オーバーレイされた)コンクリートの可能性あり

胸壁上のコンクリートの高さに併せてアスファルトも増された可能性あり

取付コンクリートによる深さがある場合撤去の幅は広く とると工事が進めやすい

コンクリートが取り付けられていた場合には、取り付けたコンクリートの撤去が必要となる。
　・ 伸縮継手を設置する際は、図のように本来の橋面の高さまではつったうえで行う。
　・ 橋面防水工を行う際には橋面全体のオーバーレイコンクリートも同時に撤去する。

胸壁付近断面図 S=1:5

中帯無橋　補修の留意点図

町道　４号線

中帯無橋
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中帯無橋

番号 縮尺

所長 課長 照査 設計

設計会社

測量会社

調査会社

管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

町道　４号線

防水層設置詳細図 図　示

防水層設置詳細図

上流

下流

A1 A2

平面図 Ｓ＝1：50

（注）ドレイナ－端末は既設地覆壁高欄を削孔し処理する。（事前鉄筋探査必要）

ドレイナ－II(φ18ｍｍ)

シルバ－メッシュテ－プ(幅150ｍｍ)

Ｌ＝14.8 m

ドレイナ－II(φ18ｍｍ)

シルバ－メッシュテ－プ(幅150ｍｍ)

Ｌ＝14.8 m

伸縮継手設置コンクリ－ト

ドレイナ－II(φ18ｍｍ) Ｌ＝5.0 m
ドレイナ－II(φ18ｍｍ) Ｌ＝5.0 m

シ－ト防水(フレッシュシ-ト)面積

Ａ＝14.84×5.03＝74.6 ｍ2

壁高欄削孔　φ30  シ－ル材充填

フレキシブルチュ－ブ

SUS 304 φ20

壁高欄削孔　φ30  シ－ル材充填

フレキシブルチュ－ブ

SUS 304 φ20

壁高欄削孔　φ30  シ－ル材充填

フレキシブルチュ－ブ

SUS 304 φ20

壁高欄削孔　φ30  シ－ル材充填

フレキシブルチュ－ブ

SUS 304 φ20

シ－ト防水(フレッシュシ-ト)

壁高欄削孔　φ30  シ－ル材充填

フレキシブルチュ－ブ

SUS 304 φ20

壁高欄削孔　φ30  シ－ル材充填

フレキシブルチュ－ブ

SUS 304 φ20

壁高欄削孔　φ30  シ－ル材充填

SUS 304 φ20

壁高欄削孔　φ30  シ－ル材充填

フレキシブルチュ－ブ

SUS 304 φ20

既設コンクリ－ト舗装の撤去厚は60mm等厚とする。
残存部コンクリ－ト舗装（除去しない部分）の劣化が激しい場合は
協議により部分的な打ち換えも考慮のこと。
シ－ト防水は既存舗装撤去後のコンクリ－ト上面を基準に布設する。

2.39%2.39%

断面図 Ｓ＝1：30
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シルバ－メッシュテ－プ(幅150ｍｍ) シルバ－メッシュテ－プ(幅150ｍｍ)

シ－ト防水(フレッシュシ-ト)ドレイナ－II(φ18ｍｍ) ドレイナ－II(φ18ｍｍ)

均しコンクリ－ト

ドレイナ－端末地覆部削孔

SUS304 φ20 挿入

フレキシブルチュ－ブ接続

シ－ル材充填

ドレイナ－端末地覆部削孔

SUS304 φ20 挿入

フレキシブルチュ－ブ接続

シ－ル材充填

1
0

60 60
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6
0

70

流末処理部詳細図 Ｓ＝1：20

1
3
0

フレキシブルチュ－ブφ20

φ20 SUS304 PIPE(片方ネジ切)

壁高欄削孔

シール材充填

シルバ－メッシュテ－プ(幅150ｍｍ)

シ－ト防水(フレッシュシ-ト)

ドレイナ－II(φ18ｍｍ)

60
1
0

株式会社ワイド
工藤　博正

牧田　一男
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伸　　縮　　継　　手　　詳　　細　　図

名        称 材  質 合計数量 備  考

寸  法 Ａ１数量 合計数量 １本当り質量 合計質量 備  考

ア ン カ ー 筋 表

伸 縮 継 手 材 料 表 

D16x85 本 本 0.133 kg 21.2 kg

コンクリートアンカー 本

ブロフジョイントCDs型-20用

後打コンクリート 0.580 m3

m10.060

Ａ１数量

0.290 m3

80 本

5.030 m

本

0.290 m3

SS400 合成ゴム

SD345

Ａ２数量

本

リッターリッター0.37シリコン系シール材 0.74リッター

Ａ２数量

80 160

80 80 160

積雪地用

0.37

5.030 m

配　置　図 S=1:100

下流

A1 A2

積雪地用

ブロフジョイントCDs型-20用

断　面　図 S=1:30

平　面　図 S=1:30

シール材 シール材

シール材 シール材

伸 縮 継 手 断 面 図

ブロフジョイントCDs型-20用

耐グレーダー用

S=1:5

鉄 筋 加 工 図 S=1:5

～

型

枠

材

橋 台 側 桁   側

25

D16x85

車道部

通 し 筋  D13

コンクリートアンカ－  D16

c.t.c.250

後打コンクリート 現場溶接

誘 導 版 詳 細 図 S=1:3

橋台側

20

20

桁側

プライマー塗布

バックアップ材

シール材

S=1:2シール材充填図

中帯無橋

番号 縮尺

所長 課長 照査 設計

設計会社

測量会社

調査会社

管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

町道　４号線

伸縮継手詳細図 図　示（注）橋台部は胸壁全幅をハツリ処理する。

株式会社ワイド
工藤　博正

牧田　一男
株式会社ワイド

工藤　博正

牧田　一男
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4
9
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4
9
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6
0
1
0

上流
上流

下流 下流

A1
A2 A1

A2

桁　長　15500250
25

2525
桁　長　15500

平　面　図S=1:100

（橋　面）

桁　長　15500

600600

Co

A1 A2

側　面　図S=1:100

250250

中帯無橋　上部工補修図

25 25
桁　長　15500

600 600

250 250

A1A2

）

（下流側

）

500 14500 500

（桁下面）

55050 50550

2200*50 2500*50 3300*50

1000*50

3000*50

3500*503000*503000*502200*50

7250*50
1000*50

2200*50 3600*50 4500*50

500*50

4500*50

1500*50

2700*504800*50

5300*50

1000*501000*100 1700*501500*50900*50

2200*50

900*50

3000*100 2500*100 1000*100

400*100

500*100

中帯無橋

番号 縮尺

所長 課長 照査 設計

設計会社

測量会社

調査会社

管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

町道　４号線

上部工補修図 図　示

箕輪町

株式会社ワイド
工藤　博正

牧田　一男

●桁下面、桁側面の遊離石灰をサンダーブラストで除去する

遊離石灰

遊離石灰
（上流側
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6010

A2橋台

7
0
0

6010

1
102
0
0 3
9
0

70
0

断　面　図 S=1:50

上流

50
4
5
0

断　面　図 S=1:50

下流

A1橋台

断　面　図 S=1:50

下流上流

上流下流

防護柵

中帯無橋　下部工補修図

5610

5610

5
0
45
0

200 5610 200

11
0 2
0
03
9
0

防護柵
4905030490

遊離石灰 30*250
遊離石灰 500*150

遊離石灰 50*350

400*300

300*350

400*350

200*350

400*350
エフロレッセンス劣化

劣化劣化

劣化

中帯無橋

番号 縮尺

所長 課長 照査 設計

設計会社

測量会社

調査会社

管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

町道　４号線

下部工補修図 図　示

箕輪町

株式会社ワイド
工藤　博正

牧田　一男

●遊離石灰をサンダーブラストで除去する
●表面が傷んだ箇所は、表面をはつり断面補修工法(左官工法)で補修する

●エフロレッセンスはブラシで除去する

平成28年度　社会資本整備総合交付金事業　橋梁補修工事
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断　面　図 S=1:50

中帯無橋

番号 縮尺

所長 課長 照査 設計

設計会社

測量会社

調査会社

管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

町道　４号線

図　示

上流下流

防護柵防護柵

2.39%2.39%

6010

490 5030 490

1
0
6
0
13

0

2
00

7
0

6
0

13
0 1
30

6
0

1
0

2
00

排水孔 100×50 排水孔 100×50

排水孔 100×50 排水孔 100×50

As
As

Co
Co

As

上流
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